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開園田ーー一一

序 文

畑中遺跡は島原市の北部三会地区に位置し、中原町、亀の甲町及び御手水町に

分布していて、際石原遺跡に次ぐ広範な遺跡地で、現在まで本格的な発掘調査を

実施したことはなく、その存在が注目されていた。

今回の調査に至った経緯は、平成2年11月に約200年振りに噴火した雲仙普賢岳

噴火による一連の災害で、工場が埋没したため新たな工場の建設が、この遺跡地

に計画された為です。

当委員会は、噴火災害の重大性及び緊急性を十分に認識しながらも、この遺跡

の重要性に鑑み、工場側と協議を重ね、今回範囲確認調査した結果、縄文時代晩

期と中世の文化層を確認したものです。

この結果を踏まえ、遺跡の取扱いについて再度当該工場と協議を重ね、工場の

建物部分と、浄化槽、駐車場部分について更に本調査を実施し、他の部分につい

ては現状保存することになりました。

調査に当たっては、噴火災害に直撃され甚大な被害を受けながらも、いちはや

く工場再起に向かわれた、九州ロンナークロージング株式会社のご協力に心から

感謝申し上げます。

幸いこの調査に要した経費の大半は、財団法人雲仙岳災害対策基金からの補助

を受けて、順調に終了することが出来た事を申し添えます。

なおこの発掘調査、整理作業に際し、ご指導・ご助言を賜りました関係機関、

関係者をはじめ、炎天下のもと、作業に従事して下さいました皆様に対し、衷心

より感謝申し上げます。

平成6年3月

島原市教育委員会教育長

北田 久



仔リ -C:::I 

一.本書は、九州ロンナークロージング三会工場建設に伴って実施した長崎県島

原市下宮町甲2435-2、3445-3に所在する畑中遺跡の緊急発掘調査報告書で

ある。

二.島原市教育委員会が調査主体で、調査期間は次のとおりである。

試掘調査平成 3 年 7 月 24 日 ~7 月 26 日( 3日間)松本慎二調査担当(現南

有馬町教育委員会)

本調査 平成 3 年 9 月 20 日~9 月 19 日 (18 日間)

三.調査関係者(本調査)は以下のとおりである。

島原市教育委員会 小島秋澄社会教育係長(現、社会教育課課長補佐)

長崎県教育庁文化課 田川肇 調査係長(現、文化課課長補佐)

副島和明主任文化財保護主事(現、文化課係長)

村川逸朗文化財保護主事

四.本書は分担執筆した。 V-1を長崎県教育庁文化課、安楽勉が、その他の I

~IV、 V-2 、 VII を村川が執筆した。

五.VIについては、たたら研究会会員大津正己氏に玉稿を賜った。

六.本書の編集は、村JlIによる。

寸



「
I 調査に至る経緯

雲仙・普賢岳の災害で九州ロンナー島原工場が埋没したため、新たに三会地区に同工場の建

設が計画された。

島原市教育委員会は、工場予定地が畑中遺跡の範囲に含まれるので、工場側と協議を重ね、

平成3年7月24日~同7月26日の 3日間にわたり、当該予定地内の範囲確認調査を実施した。

その結果、縄文時代晩期と中世の文化層を確認したので、遺跡の取扱いについて再度協議を行

い、当該工場の建物の基礎部分と、浄化槽、駐車場の部分については発掘調査を実施すること

にし、他の部分については現状保存することになった。

II 遺跡の地理的歴史的環境

この三会地区は、島原半島の東部、雲仙山系北東麓の火山性扇状台地(三会原)に位置し、

東は島原湾に臨む。地形の大部分は丘陵をなし、畑作が主で現在も県内有数の畑作地帯である。

北から金洗川・中野]1/・今井川・寺中川・西川・中河川が島原湾に注ぎ、河口部に水田地帯が

広がっている。地名の由来は、古くは「三江」とも書き、金洗J1/・西川・中河川の川尻に三つ

の入江があるところから生まれたと伝えられる(三会村物語)。

この三会地区(三会原)には、標高250~350mの高燥域に所在する醸石原遺跡を始めとして、

縄文時代晩期の遺跡が多い。海岸部に向かつて標高が下がるに従い、上油堀、下油堀、長貫A、

長貫B、南楠沢、大塚後、津吹、三会中学校、寺中A、寺中B、下宮、稗田原、そして本報の

畑中の各遺跡が所在している。この三会原全体に縄文時代晩期の遺跡がまんべんなく分布して

おり、その集中度は特筆するに値するものと思われる。弥生時代の遺跡では、中野川と西川の

河口部の沖積地上に、それぞれ中野川遺跡と西川遺跡がある。また、丘陵上には原口B遺跡、

上中野遺跡、寺中A、寺中B遺跡等がある。海岸近くの海岸段丘上には、景華園遺跡があるが、

遺跡カードによれば、弥生時代前期末(?)~同後期の時期を主体とし、遺構としてはカメ棺、

箱式石棺、支石墓(2基)等が確認されており、出土遺物としては、銅鏡(? )、銅剣、銅鉾、

管玉等がある注。

中世では、寺中B遺跡と中野川遺跡に挟まれるかたちで寺中城跡がある。

~l 
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場京事

凹 調 査

1 .試掘調査

平成3年7月24日~同年7月26日の 3日間試掘調査を実施した。工事予定区域内に、 2mx

5mの試掘墳を 4 箇所を任意に設定し、それぞれTP1~TP4 とした。

層位は、

第 1層….....・H ・表土(耕作土) (40cm~50cm) 

第 2層・……・・…暗褐色土層 (20cm~50cm) 

第 3 層・…・……・黒色火山灰土層 (20cm~30cm)

第 4層…一-・…・・褐色土層 (10cm~20cm) 

第 5層・……ー…黄色粘質土層

である。

第 2層は 1cm~ 2 cm大の蝶を含み植物根も見られ、やわらかい。第3層は 1cm~ 2 cm大の擦

を含み、炭も多く見られた。第4層は 1cm~ 3 cm大の醸を含み、やや硬い。第5層は基盤であ

る。

遺物は第2層~第5層に土器片や石器が出土していて、各層が遺物包含層であることが確認

できた。

TPl…………南北に 2mX5mの試掘壌で、第I層の耕作土下には第2層~第5層まで確

認でき、それぞれ遺物が含まれる。基盤まで表土から120cmをはかる。

〔出土遺物・遺構〕

o土器片........................55点

。須恵器片………………… 2点

。黒曜石剥片・石器...・H ・..15点

・溝様遺構(幅1.4m、深さ40cm)

TP2…………東西に 2mX5mの試掘横で、第1層の耕作土下には第2層~第5層まで確

認でき、それぞれ遺物が含まれる。基盤まで表土から140cmをはかる。

〔出土遺物・遺構)

o土器片・....................・・・80点

。黒曜石剥片・石器………13点

。磁器片-………・………… 2点

TP3…・……・東西に 2mX5mの試掘墳で、第1層の耕作土下には第2層~第5層まで確

3 
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認でき、それぞれ遺物が含まれる。基盤まで表土から120cmをはかる。

〔出土遺物・遺構〕

。土器片ー・…・………… .150点

。黒曜石剥片・石器・…・….16点

。土師質土器片・…....・H ・...3点

TP4…………東西に 2mX5mの試掘壌で、第1層の耕作土下には第2層~第5層まで確

認でき、それぞれ遺物が含まれる。基盤まで表土から120cmをはかる。

〔出土遺物・遺構〕

。土器片・・・・・・..........・・・・・198点

0黒曜石剥片・石器………14点

o土師質土器片-………一… 5点

0磁器片一……………… ..10点

-埋カメ・・…・……………… l基

今回の試掘調査では、縄文時代晩期の埋カメや、溝様遺構を検出した。 この遺跡は、本試掘

調査以前は弥生時代中期以降のものと思われていたが、埋カメ等の検出により縄文時代晩期か

らの遺跡であることが確認できた。

遺構としては、幅1.4m、最深部で40cmをはかり東西に掘られている溝と、この溝の南側約20

mの所には、土器底部を故意に壊して取り除いたと思われる埋カメ (縄文時代晩期)が出土し

ており、縄文時代晩期の重要な資料である。溝については、さらに東側と酉側に延びる状況で

あり、今後の発掘調査によって遺跡の内容がより明確に把握できるものと思われる。

2 .本調査(第4図)

調査は、工場予定地内に、東西南北に 5m単位で調査区を設定し、 1.580ぱについて実施し

た。調査区全域について表土層10cm~90cm程をパックホーで除去し、第III層黒色土層(中世)、

第IV層茶褐色土層(縄文時代晩期)、一部第V層黄色粘質土層(縄文時代前期) まで掘り下げ

7こo

その結果、第III層~第IV層上面に中世の遺構群、第IV層~第V層上面に縄文時代晩期の遺構

群が検出された。

① 駐車場部分の調査 (A~G-1~6 区)

第III層に中世(鎌倉時代)の遺構群を検出した。

二方を溝(幅1. 6~12.0m、深さ 0.3~1. 0m。西側部分は未検出。北側については一見溝跡と

も見てとれるが、道路を開削した時の削り跡とも考えられる。)で囲み、その内側に径8m程の

6 
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竪穴状の住居跡(? )が1基と、建物跡及び柱穴群を検出した。また、溝に接して東西に走る

道路状遺構(幅 5~8m) を検出しJ 周囲に柱穴群を検出している。

第IV層に縄文時代晩期の生活跡および墳墓群(カメ棺墓3基)を検出した。

第V層に縄文時代前期の遺物が出土した。

②建物の基礎部分の調査 (A~G~6~13区)

①と同様に第III層に中世の柱穴群と第IV層に縄文時代晩期トのカメ棺墓1基と土器、石器が

多数出土した。

特にE~K~9~11区に中世の製鉄遺構を 3 基検出し、その周囲より中国製輸入陶磁器、中

国の銭貨(太平通宝、至元通宝)、ふいごの羽口および鉄津が多数出土した。

③ 浄化槽の調査 (L~N~lO~12区)

①、②と同様に第III層に中世の柱穴群と遺物、第IV層に縄文時代晩期の遺物が出土した。

IV 層序と遺構

1 .土層(第 4図)

試掘調査時の土層堆積と同一層序を示し、近隣の発掘調査が実施された遺跡、島原市稗田原

遺跡、有明町一野遺跡とも基本的に同一層序であると思われる。

層位は、第1層………表土(耕作土)パックホーにて除去

第2層…・・…・暗褐色土層

第3層…・・…黒色火山灰土層

第4層………褐色土層

第5層・…・…・黄色粘質土層

2 .遺構

縄文時代晩期のカメ棺墓、中世期の溝、建物跡、製鉄遺構等を検出している。

1 号カメ棺墓は、 TPI の北西隅、 2 号カメ棺墓は、本調査区B~3 区北西隅、 3 号カメ棺

墓は C~4 区南東隅、 4 号カメ棺墓は、 J~8 区西側でそれぞれ検出している。 3 号カメ棺墓

は、掘り込み等は検出していない。

中世期の方形にめぐる溝を南側側と東側で確認した。北側の溝は、東側の溝を切り込んでい

る状況がうかがえるので、時期差が考えられる。恐らく道路建設の時の堀り方の痕跡であろう。

溝の幅は 2m内外、深さは遺構検出面から 5、60cm程である。

方形の溝で区画された区域及び、 B~5 、 6 区で建物跡を検出した。方形区画内で検出した

建物跡は、小規模なものである。

F~11区等では製鉄遺構を検出した。

11 
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出土遺物

1.縄文時代の土器

縄文土器は大きく二つの文化層に分けられる。

V 

5層を中心とした前期円筒系土器の一群と、

3~4 層出土の晩期土器の一群である。前者は近年島原半島南部を中心として類例の増加して

いる資料であり、後者は島原市を中心として陳石原遺跡や百花台遺跡群などに見られる晩期土

器の一群である。

さらに細かく I・II.III類に分類し、概観してみよう。ここではA・B・Cの3群に分け、

前期の土器、円筒系土器(第11図~第13図)

円筒系土器には文様構成の上からいくつかのヴァリエーションが認められる。ただ、胎土や

焼成はほぼ似かよった特徴をもっている。

A群

2などは山形押型文と考えられる施文である。山形は聞のびしてくずれ、1~3 A
 口縁部はやや外反するが、丸くおさめられている。特に顕著で、ある。

器形も文様もほぽ前者に同じで、一見聞のびした山形押型文に見えるが、4~27 A-II 

口縁部は丸くおさめられ、内側は丁寧に磨かれている。沈線の部分に押引きの跡が見られる。

この押し引き文は全体には沈線を施文したあと鮮明な押し引き文が残る。28~29 A-III 

認められない。直径は16cm内外でさほど大きな器形にはならない。

沈線を腕部から上に施文し、下部には縦に沈線を付けている。縦の沈線は30~32 A-IV 

浅く、 30のように消されているものもある。

先ず斜めに沈線を付し、次に横に沈線を施している。格子状を呈するが、33~34 A-V 

組い施文で、全体に及んでいない。

器形や胎土は円借系土器であるが、文様が35や36のように条痕文とした方35~37 A-VI 

これらの文様は I~Vの一群とは違ったものであり、がよいものや、 37の斜行沈線を入れた。

37は手向山式土器に近いとも考えられる。

A群の土器は胎土に角内石や長石、白い砂粒を含み、焼成は良好で灰褐色ないし褐色に近い

また全体に共通している点は口縁から内部にかけて丁寧に磨かれていることであ

これと全く類似の土器は1991年に調査された至近の距離に位置する有明町一野遺跡から出

土している。層位はIV層の明褐色粘砂層であり集石遺構を伴っている。何らかの関係が考えら

れる。県内での類似の土器を出土する遺跡は、諌早市の大村湾奥の丘陵に位置する鷹野遺跡や

西輪久道遺跡があり、押型文土器や集石を伴っている。県外では鹿児島から熊本県の内陸部に

色調である。

る。

かけて類例が見られる。鹿児島県の中尾田遺跡や石峰遺跡および花ノ木遺跡などである。熊本

県では大丸・藤ノ迫遺跡や桑鶴土橋遺跡である。福岡県では最近になって立花町白木西原遺跡

から出土例が報告されている。いずれも共通性は内陸部に位置しているということである。
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第12図縄文時代の土器(前期)

B群晩期の土器 (第14図~第21図)

晩期の土器は粗製土器と黒色磨研土器に分けられるが、数量の上では圧倒的に組製土器が多

い。また有文土器と無文土器では後者が断然多いが、これも他の遺跡と比較して普遍的現象で

はある。ここでは組製土器をBI~V類に精製土器を CI~IIIに分類して概観してみる。

B-1 46~50 46は波状口縁を呈し、頂部には回文が施される。広く外反する口縁部には

4条の細沈線が巡るが、波状頂部で山形を呈する。内外ともに丁寧に磨かれている。 47は46と

比較すると口縁の外反は弱いが、同じ波状を呈している。文様構成は上下に 2条の波状沈線が

描かれ中央に 2本の沈線が巡っている。 51まで文様の違いはあるものの波状口縁という点から

同類とした。

B-11 52~62、 75~77 口縁部がわずかに外反し頚部が屈曲し、胴部が張り出すタイプの

一群で、口縁部の沈線は鋭利なへラ状の工具で施されている。 75~77は口縁から腕部そして底

部まで復原できる土器であるが、 77はほぼ完形である。 76は胴部が鋭利に「く jの字形に屈曲

し内外とも条痕調整のあとへラ磨きされている。口径は30.5cmを測る。 77は口縁文様帯の幅が

19 
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76より厚いが、胴部張り出しが弱く丸くおさめられている。やはり条痕調整のあと磨かれてい

るが、粗く仕上げられている。全体にススの付着を見る。

B-III 63~66 口縁部はやや外反し文様帯の幅が狭くなっている。文様は沈線が粗雑に描

かれている。また64のように波状の頂点に刺突を入れているものもある。頚部の屈曲からする

と腕部はかなり張ると思われる。

B-IV 67~74 口縁が頚部の立ち上がり部から内湾する一群である。 74は底部を欠くが、

ほぽ完形に復原できる。口縁文様帯には細い沈線を入れ内湾する。胴部は張り出すものの、丸

くなり下方は若干外反し、底部近くでは丸味を帯びている。器壁は粗く仕上げられ、輪積の痕

跡が見られる。復原口径38.5cm、胴部41cmを測る。器高は推定で約49.2cmを測る。

B-V 78~89 粗製無文土器の一群を一括した。 78は浅鉢と深鉢の中間的要素の土器であ

る。ラッパ状に聞いた口縁は胴部より大きく、頚部から胴部は短く屈曲している。胎土には白

い砂粒を多く含み、ある程度精選されている。外面はヨコナデであるが、内面は磨かれている。

79~83は口縁部直下がわずかにくびれ、口縁帯と胴部を区分している。 84~89は口縁部が大き

く開きやや内湾しながら胴部がすぽまっていく形態の深鉢である。 89は粗い器壁を斜めに調整

している痕跡が条痕様を呈している。

底部 90~136 

粗製土器の底部である。わずかにあげ底気味の土器が数点のほかはすべて平底である。

90~125までは深鉢形の底部と考えられるが、 126~135は童形の底部である可能性が強い。 129

は立ち上がり部から上の粘土の接合部から欠失するが、胎土に結晶片岩を粉状にしたものを入

れ滑石状に見える。このての土器は 1点だけである。また131は焼成の関係で内面が黒色になり

全体が磨かれている。135は平坦な底から立ち上がった器壁は外に大きく聞き球状になるものと

思われる。器壁うすく内面にはスス状の付着物が見られる。 136は深鉢高台の底で下方に 1条の

沈線を巡らし、縦の沈線で区画している。

C群精製土器 (第20図~第21図)

C-1 137~140 口縁部が波状を呈し、文様帯の沈線は波状の頂部に集中するよう施文さ

れている。なお施文は研磨した後で、鋭利なへラ状工具で、付けられている。 140だけは施文のあ

とに研磨されているが、円と思われる付着物がわずかに観察できる。なお138と140は褐色の研

磨土器である。

C-II 141~144 細い沈線だけの文様で142は半精製である。141と143は口縁部内面に沈線

で頚部との区切りを設けている。また144は幅広の文様帯を有するが、内面にはやはり浅い沈線

を巡らし、屈曲する頚部と区別している。

C-III 145~166 黒色磨研の浅鉢土器である。口縁は玉縁状で外面に 1条の沈線が巡り内

面には段が付く。口縁から頚部にかけてはやや聞のびして長く、胴部は「く j字形に屈曲しゆ

るやかに内湾しながら底部に至る。胎土はよく精製され、内外面とも丁寧に研磨されている。

23 
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縄文時代の土器(底部)第19図

頚部は弱い屈曲するものと、大きく屈曲するものとがある。

玉縁状の口縁と頚に続く部分が一緒になり退化している土器群で、胴部167~182 C-IV 

の屈曲も頚部と見分けがつかなくなっている。底部も181のように塊状に丸くなるものが多く

なってくる。

I~IVに入らない一群で183 ・ 184のように口縁が外反し頚部がくびれ胴183~184 C-← V 

部は丸くなるものと思われる土器である。 C-Iの退化したものであろう。 185は境状になる器

~27 
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縄文時代の土器(晩期)第20図

晩期の土器はB・Cの2群で概観したように口縁部に沈線をもっ文様帯の存在から山の寺期

より一時期古い醸石原期併行の晩期前半中葉~後葉にかけてが考えられる。蝶ネクタイやリボ

ン状鰭状突起の文様帯が見られないことは、瞭石原期より一時期新しいことも考えられる。な

1点含まれていることもこのことを裏付けるようであお刻巨突帯文土器が図示しなかったが、

る。今回の調査で晩期の遺跡が比較的標高の高い所から低い所に移行する、中間的な位置を示

c
d
J

冬一三どを
pbjZゑ
ra

しており、近年刻目突帯が出土した中木場遺跡や瑞穂町京ノ坪遺跡などにも影響を及ぼして

28 

いったと考えられる。



ブ
ん
J
m
 

7
〆J
7
u
m
 
fm 
J

旬

γ
J
J
 

zy:ノzryz
-一三 7/7

o 10cm 

第21図縄文時代の土器(晩期)
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2 .弥生時代・古墳時代、中世の土器

1~5 は弥生土器、 6~9 は須恵器である。 1 は K-12III層、 2 は T-13III層、 3 は K-12

III層、 4はD-4区III層、 5はD-5区IV層上部、 6は表面採集、 7はC-4とC-5区III層、

8はC-4区III層、 9はC-4区III層からの出土である。

10~34は土師器の皿である。 10、 11、 20、 32 は表面採集品、 12 は 1 -13阻層、 14はF-3区

IV層上面、 15、 19、 26は F-11区III層の出土であるが、 19は製鉄遺構の近くで出土。 16はA~E

1~6III層、 17は J -10区、 18はC-3区III層、 21はF-5区溝内、 22は同じく F-5区の

ピット内からの出土である。 23は1-5区溝内、 24はB-1区III層、 25はG-6区IV層上面、

27はD-6区皿層、 29はF-4区III層、 30はF-10区凹層、 31はB-5区III層、 34はG-7区

からの出土である。

第24図の35~56は中国製輸入陶磁器である。 35~38、 44等は稿蓮弁の青磁碗である。 46~48

は白磁、 49~51、 53~56は青磁の底部、 52は青磁の蓋ものである。 55は表面採集品、 35、 45、

40、56はH-11区困層、 36はF-13区IV層、 37、41はD-6区皿層、 38はF-8区III層、 39は

E.F-4区の溝内、 42、52はG-7区III層、 43はB-1区皿層、 44はG-14区III層、 46はF

7 区III層、 47、 51 はA~E-1~6 区III層、 49は F-5 区溝、 50 は F-2 ・ 3 、 G-2 ・ 3

区、 53はGー←7区III層、 54はC-6区田層の出土である。

第25図の57~64は瓦質土器類である。 57、 58 は土鍋、 59 は火舎、 60は備前の担鉢、 61~64は

東播系須恵質揮鉢である。いづれも口縁端部を上・下につまみ出す特徴をもっている。 57はI

-11区、 58はF-4区溝内、 59はH-11区III層、 60はC-5区III層、 61はJ-6区III層、 62は

D-5区III層、 63はF-6区IV層上面、 64はF-11区凹層からの出土である。

第26図の65は常滑産の査の口縁部である。 E-5区III層、 66は石鍋口総部片である。 J-7

区III層、 68は鋤柄俊夫氏より東海地方の焼物であるとの御教示を得た。72、 73は管状土錘、79~83

は握鉢の底部である。 80はF-11区カジパから、 82はピット内からの出土である。その他は表

面採集品。 84~93は須恵質土器である。 86は G-11区凹層、 87は J-7 区IV層、 88は J -10区

カジパ、 89はA-2区II層、 90はE-2区溝内、 91はF-5区溝内、 92はH-11区田層内93は

J-8区III層からの出土である。

比較的数量がまとまった中世の時期の遺物の年代をみてみると、 35~38、 44等の稿蓮弁の青

磁碗は13~14C代のものであろう。 47、 48の白磁は森田勉氏編年によれば15C前半代にくるも

のだろう。また、 65の常滑産の査は赤羽一郎氏編年のIV期前半代の範障に入るものと思われ、

14C後半代のものと思われる。なお、 61~64の東播系の須恵質担鉢等をみても 14C後半代のも

のと思われ、割合としては該期のものが多いようである。

〈参考文献〉

森田勉 14~16世紀の白磁の分類と編年「貿易陶磁研究No.2J日本貿易陶磁研究会

赤羽一郎常滑焼 中世窯の様相一考古学ライブラリー23 ニューサイエンス社。
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瓦質土器及び東播系遺物
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出土石器(2)

38 

。

第29図



r 
るみ
邸主ι

o 13 

し一一一一二二二コ

。

に三~ 15 

第30図出土石器(3)

-39 

14 

10cm 



~ 

ピこ 二〉 17 

。 16 

18 。
10cm 

第28図出土石器(4)

1 .石器

黒曜石製使用痕ある剥片(2、3、 5)、黒曜石製剥片(1、 4)、黒曜石製石核(6 )、円醸

を利用したスクレーパー(7、10)、サヌカイト質安山岩製スクレーパー(9 )、磨製石斧 (11、

14)、打製石斧 (12、13、15)、蔽石 (16)、砥石 (17)、すり石 (18)等がある。

1 、 6 、 10がD-4 区、 2 が F-13区III層、 5 がB-5 区、 7~9 、 12、 17が F-5 区III層、

11がC-6区IV層、 14がB-5区III層、 15がA-3区、 18がA-2区ピット内からの出土であ

る。
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VI 畑中遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査

大津正己

概要

中世に比定される畑中遺跡出土の 3点の鉄津を調査して次の事が明らかになった。

く1> 出土鉄淳は、荒鉄(製錬生成鉄で表皮スラグや捲込みスラグ、更には炉材粘土など

の不純物を含む原料鉄:鉄塊系遺物)の成分調整で排出された精錬鍛冶津に分類された。

く2> 鍛冶原料となった荒鉄は、チタン (Ti)含有量の高い塩基性砂鉄である。畑中遺

跡から左程離れていない個所で製錬を行った製鉄炉が存在する可能性をもつものと考えられる。

1 .いきさつ

畑中遺跡は、島原市下宮町甲2，444外に所在する。雲仙・普賢岳の災害で九州ロンナー島原工

場が埋没したため、代替地として工場予定地が畑中遺跡の範囲に含まれたので発掘調査が行わ

れた。その結果、縄文時代晩期と中世の文化層が確認されて、後者から鍛冶炉3基と鉄津が約

90kg近くと羽口片などが出土した。この出土遺物を通して当時の鍛冶の実態を解明すべく専門

調査の依頼を長崎県教育庁文化課経由で島原市教育委員会より要請された。

2 .調査方法

2 -1.供試材

調査試料は第1表に示した 3点の鉄津である。

第 1表供試材の履歴と調査項目

計測値 調査項目

符号|試 料| 出土位置 |推定 顕微鏡 ピツカース|化学組成年代 大きさ刷 重量(g)
組織 断面硬度

5MB-l 精錬鍛冶淳 F-ll遺構内 中世 226 x 140 x 70 3200 。。。
2 !J F-ll !J 

p 

170X 103 x 40 748 。。。
3 11 F-ll 11 125 x 72 x 30 470 。。。

41-
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調査項目2 -2. 

肉眼観察)
 
1
 
(
 
顕微鏡組織

鉄棒は水道水で充分に洗浄乾燥後、中核部をベークライト樹脂に埋込み、エメリー研摩紙の

再150、非240、非320、非600、自，000と順を追って研摩し、最後は被研面をダイヤモンドの 3 μ 

(2) 

と1μで仕上げ、顕微鏡観察を行った。

ビッカース断面硬度(3) 

アピ鉄淳の鉱物組織の同定を目的としてビツカース断面硬度計 (VickersHardness Tester) 

用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研摩した試料に136
0

の頂角をもったダイヤモンドを押

その荷重を除した商を硬度値としている。試料その時に生じた窪みの面積をもって、し込み、

は顕微鏡試料を併用した。

化学組成(4) 

鉄浮の分析は次の方法で実施した。

Fe)、酸化第1鉄 (FeO):容量法。全鉄分 (TotalFe)、金属鉄 (Metallic

炭素(C)、硫黄 (S):燃焼容量法、燃焼赤外線吸収法。

二酸化珪素 (Si02)、酸化アルミニウム (AP203)、酸化カルシウム (CaO)、酸化マグネシウ

(N a20)、酸化マンガン (MnO)、二酸化(1も0)、酸化ナトリウム(MgO)、酸化カリウムム

チタン (Ti02)、酸化クロム(Cr203)、五酸化燐 (P205)、ノてナジウム (V)、銅 (Cu): 1 C P 

(lnductively Coupled Plasma Emission Spectrometer) 誘導結合プラズマ発光1 C P 

戸
什
川
73nι 分光分

法

調査結果と考察3 . 

5MB-l、鉄j宰(精錬鍛冶津)

肉眼観察

鍛冶炉の炉底に堆積した椀形津である。表裏は黒褐色を呈し、上面肌は荒れて小凹凸状で中

)
 
1
 
(
 
① 

央部は窪みをもっ。全面木炭痕をもち、薄く褐色粘土に覆われる。裏面は椀形の突起をもち、

気泡と粘土との反応痕、木炭痕を残していた。 3，200gの大型品でほぼ完形品であった。

顕微鏡組織

Photo.1の①~③に示す。鉱物組成は大きく成長した白色粒状のヴスタイト

その粒内に微小淡茶褐色の鉄 (Fe) チタン (Ti)化合物を析出する。

② 

(Wustite: 

ヴ、スタイトと、FeO) 

と暗黒色ガラス質スラ(Fayalite : 2FeO・Ti02)の粒聞には淡灰色盤状結晶のファイヤライト

グから構成される。精錬鍛冶津の晶癖である。

42 
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Photo. 1の①に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕写真を示す。硬度値は549Hvであった。白色

粒状結晶は従来よりヴスタイトと称されている。ヴスタイトの文献硬度値は450~500 Hvであ

る。①これより若干高目であるのは、粒内に微小析出物が存在するのと、圧痕周辺のクラックの

影響による誤差が加わった為と考えられる。白色粒状は一応ブスタイトと同定しておきたい。

④ 化学組成

Table.2に示す。全鉄分 (TotalFe)は38.52%と若干低め傾向で、金属鉄(Metallic Fe) 

が0.22%、酸化第1鉄(FeO)36.70%、錆化鉄は左程多くなく 13.97%であった。鍛冶津として

はガラス質成分 (Si02+ A1203 +CaO+ MgO+ K20+ N a20)が多く 41.85%あって、このう

ち、塩基性成分 (CaO十MgO)が12.38%と異常に高いのが特徴的である。

砂鉄特有元素の二酸化チタン (Ti02) が3.15%、パナジウム (V)0.05%は、塩基性砂鉄を

始発原料とした荒鉄の精錬鍛冶津の成分系である。酸化マンガン(MnO)0.31%、銅 (Ca)

0.001%も砂鉄系の鍛冶津を表明する。

5MB-2、鉄津(精錬鍛冶津)

① 肉眼観察

表裏共に黒褐色を呈し、木炭痕を深くつけて荒れの激しい中窪みの椀形淳である。側面近く

は気泡が肌を破って荒れ肌とする。裏面は椀形状突起で荒れ肌と滑らか肌の両方をもって木炭

痕をつけていた。 748gの楕円形を呈している。

② 顕微鏡組織

Photo. 1の④~⑧に示す。鉱物組成は、白色粒状ヴスタイトと、茶褐色多角形のウルボスピ

ネル(Ulvospinel: 2FeO・Tio2)、その粒聞のファイヤライトと暗黒色ガラス質スラグなどから

構成される。該品のヴスタイト粒内にも鉄 (Fe)ーチタン (Ti)化合物がくっきりと析出す

る。これも精錬鍛冶津に分類されるが、これらは、前述した5MB-1よりも脈石成分の多い荒

鉄を処理した傾向を示している。

③ ビッカース断面硬度

Photo. 1の⑦はヴスタイト、⑧はウルボスピネルの硬度測定の圧痕を示す。硬度値は、前者

で、540Hv、後者で733Hvであった。ヴスタイトは前述した5MB-1の白色粒状結晶に近似、ウ
① 

ルボスピネルはマグネタイトの文献硬度値が500~600Hvなので、これにチタン (Ti) の固溶を

配慮すると733Hvはウルボスピネルに固定しでもおかしくない値であろう。

④ 化学組成

Table.2に示す。全鉄分は増加して49.28%あって、このうち、金属鉄 (MetallicFe)が

0.55%、酸化第1鉄 (FeO)42.46%、酸化第2鉄 (Fe203)が22.48%の割合であった。ガラス

質成分 (Si02+ Alz03十CaO十MgO+K20+Na20)が25.93%と若干減少し、ニ酸化チタン

(Ti02) 4.10%、パナジウム (V)0.10%とこちらは増加する。精錬鍛冶も、前述の5MB-1

よりも前段階の工程における排出津といえよう。酸化マンガン (MnO)は大差なく 0.34%、銅
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(Cu) 0.001%であった。

(3) 5MB-3、鉄津(精錬鍛冶津)

① 肉眼観察

椀形淳の楕円長軸側の一部を欠損する。表面は荒れは少なく比較的滑らか肌に木炭痕を残す。

撤密な肌である。裏面は椀形状突起で反応痕肌に木炭痕と少数の気泡を露出する。破面は黒色

地に干渉色を混じ、大小の気泡を発していた。

② 顕微鏡組織

Photo.2の①~⑧に示す。鉱物組成は白色粒状ヴスタイトと、その粒内析出物、茶褐色多角

形ウルボスピネル、ファイヤライト、少量の暗黒色ガラス質スラグなどから構成される。これ

も精錬鍛冶淳の晶癖であった。

③ ビッカース断面硬度

Photo.2の⑦はヴスタイト、⑧はウルボスピネノレ結晶の硬度測定を行った圧痕写真を示す。

硬度値は、前者で509Hv、後者が766Hvであった。各結晶は顕微鏡観察で行った鉱物組成に同定

できる。

④ 化学組成

Table.2に示す。全鉄分 (TotalFe)は55.98%と増加して、金属鉄 (MetallicFe) 

0.17%、酸化第1鉄 (FeO)54.98%、酸化第2鉄 (FeZ03) 18.69%の割合であった。一方、ガ

ラス質成分は低減して14.115%に留まっている。しかし、砂鉄特有成分の二酸化チタン(Ti02)

は8.81%、パナジウム (V)0.17%と高く、精錬鍛冶も初期段階での排出と考えられる。酸化

マンガン (MnO) も0.60%と多いのは、チタン、パナジウムと同傾である。

まとめ

中世の畑中遺跡は、鍛冶原料の荒鉄(製錬生成鉄で表皮スラグや捲込みスラグ、炉材粘土な

どの不純物を含む原料鉄)の成分調整を目的とした精錬鍛冶(大鍛冶)が行われた鍛冶工房跡

である。

今回調査した 3点の鍛冶炉の炉底に堆積形成した椀形鍛冶津は、精錬鍛冶工程の初期段階か

ら後工程へと順を追って漸次移行したものが選別されていた。化学組成の二酸化チタン(Ti02)

を指標にすると、 5MB-3 (Ti02→8.81%、5MB-2 (Ti02→4.10%)、5MB-1(Ti02→ 

3.15%)の順となる。

砂鉄特有成分である二酸化チタン (Ti02) は、製錬において約2倍程度濃縮されるが(製練

津成分)、鍛冶工程の精錬鍛冶工程(数回以上繰返す)、鍛錬鍛冶工程に入ると、漸次低減され
③ 

る。

畑中遺跡の鍛冶に供された荒鉄は、難還元性の高チタン含有の塩基性砂鉄が始発原料になっ
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たと想定される。第2表に示した参照試料今福遺跡 (2L-841)出土製錬津の二酸化チタン

これの原料砂鉄の二酸化チタン (Ti02) は11%前後であの実績が22.51%であって、(Ti02) 

る。畑中遺跡の荒鉄の始発原料も顕微鏡試料の鉱物組成や二酸化チタン (Ti02)量から推定し

この程度のものと考えられる。て、

今回の畑中遺跡から出土した約90kgの鉄津中には、鍛冶原料となった荒鉄も混在する可能性

な

干

しー

をもつものの、筆者がそれらを選別する時聞がなくて確認できなかった。後日に期したい。

お、鍛冶原料の荒鉄(鉄塊系遺物)の組成については瑞穂町所在京ノ坪遺跡出土品がある。
④ 

れの報告が別途あるので、参照頂ければ幸いである。

注

目刊工業新聞社『焼結鉱組織および識別法』

①と同じ

鉄津中の成分動向は復元実験炉において確認されている。

拙稿「房総風土記の丘実験試料と発掘試料Jr千葉県立風土記の丘年報j15 (平成3年度)千葉
県立房総風土記の丘 1992. 10 1 

拙稿「房総風土記の丘「鉄ずくり」実験品の化学組成と耐火度調査結果j年報16 1993. 12 25 

④ 拙稿「京ノ坪遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査Jr京ノ坪遺跡J長崎県瑞穂町文化財調査報
告書第2集 1994
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②

③

 

45 



第
2
表
供
試
材
の
化
学
組
成

全
鉄
分
金
属
鉄
般
化
際
化
般
化
酸
化
ア
ル
酸化
カ
Jレ
醍
北
マ
グ
酸
化
カ
リ

第
l
鉄
第
2
欽
珪
素
ミ
ニ
ウ
ム
ン
ウ
ム
ネ
シ
ウ
ム
ウ
ム

試
料
番
号
遺
跡
名

出
土
位
置
種
別

推
定
年
代
(T
ot
al
 (
Me
tal
li 

Fe
) 
Fe
) 
(F
eO
) 
(F
e ，
O
，)
 (S
iO
，l 
(A
I，
O
，) 
(C
aO
) 
(M
gO
) 
(K
，O
) 

K
OI
U-
l
 思
/
坪
2
 B
-
5
1l
i
 

精
錬
鍛
冶
惇

中
世

56
.9
1 
1.
65
 4
4
.0
4 
30
.0
6 
10
.6
7 
3.
74
 
1.
2
1
 
1.
2
5
 0
.4
45
 

2
 
11 

H
 

炉
壁

11 
10
.3
5 
1.
90
 
5
.9
0 
5.
52
 
52
.7
0 
21
.
01
 
1.
83
 
1.
52
 6
.1
1 

4
 
11 
2
B
-
4
iii 

鉄
塊
系
遺
物

11 
56
.7
0 
5.
99
 
41
.
88
 
25
.9
6 
9
.4
5
 
4.
13
 
1.
65
 
1.
85
 
0
.3
60
 

5
 
11 
2
B
-
5i
ii
 

11 
11 

59
.9
2 
39
.5
0 
11
.
5
1
 1
6.
40
 
14
.7
5 
6
.0
1 
2
.3
3 
1.
82
 0
.5
40
 

9
 
11 
3
B
-
3
1!1 

含
鉄
製
錬
倖
"
 
40
.5
5 
0
.2
9 
22
.6
7 
32
.3
7 
14
.3
0 
8.
15
 
1.
32 
2
.6
6 
0
.4
15
 

11 
11 
3
B
-
3I
I 

鍛
錬
鍛
冶
津
"
 
47
.3
3 
1.
55
 
41
.
59
 
19
.2
3 
18
.2
2 
10
.6
1 
2.
80
 
。
骨
5
0.
89
0 

15
 
11 
3
B
鍛
冶
炉

炉
壁

11 
6.
85
 
0
.0
6 
1.
7
3
 
7.
7日
38
.0
7 
28
.0
1 
0.
52
 
0.
59
 
。
17
0

5
M
B
-
l
畑
中
F
-
l
1
遺
構
内

精
錬
鍛
冶
津

中
世

38
.5
2 
0
.2
2 
36
.7
0 
13
.9
7 
20
.8
1 
5.
81
 
10
.0
6 
2
.3
2 
2.
21
 

2
 
11 
F
-
11 

11 
11 

49
.2
8 
0.
55
 
42
.4
6 
22
.4
8 
1，.
38
 
5.
05
 
2.
27
 
2
.1
5
 0
.6
4
0
 

3
 
11 
F
-
1
1
 

11 
11 

55
.9
8 
0.
17
 
54
.9
8
 1
8
.6
9 
6.
66
 
3.
32
 
1.
8C 
1.
92
 
0.
28
0 

2
 J-
8<
1
1
今
福
B
7
-
C
区
3
-
4
層
鍛
錬
鍛
冶
浮
12
C
中
頃
-
1
3
C
前
半
46
.7
 

36
.8
 
25
.8
9 
21
.1
2
 
7.
51
 
2.
55
 
1.
1
8
 

2
 J-
84
5 
11 
B
7
-
G
3
庖

精
錬
鍛
冶
搾

11 
43
.4
 

43
.2
 
14
.0
6 
22
.7
8 
7
.5
5 
5.
11
 
1.
53
 

8
 L-
81
3 
11 
C1
1
区
P
it
2
 

砂
鉄
製
錬
惇
13
C
前
半
~
中
頃
25
.9
 

28
.7
 
5.
17
 
19
.0
4 
8.
50
 
5.
36
 
4
.5
9 

2
 L-
84
1 
小
浜
大
屋
敷
T
 P
13
ー
I
層

11 
中
世

46
.9
 

45
.7
 
16
.2
7 
13
.3
2 
6.
71
 
2.
90
 
2
.2
1
 

2
 L-
84
4 
11 
T
P
2
3ー
I1
冒

11 
11 

46
.3
 

47
.4
 
13
.4
7 
1，.4
6
 
8.
50
 
2.
48
 
2
.2
7 

O
H
 
小
原
下

11 
鎌
倉
つ

11
.
85
 

5
.3
3 
11
.
02
 
37
.7
6 
21
.6
8
 
6.
17
 
4.
23
 

J-
85
1 
11 
A
卜
レ
ン
チ
第
IV
層
炉
祉
精
錬
鍛
冶
淳

56
.0
 
-
1
5
5
.7
 
18
.
19 
9.
22
 
4.
44
 
2.
17
 
1.
72
 

J-
85
3 
11 
J
-
2
ト
レ
ン
チ
第
"
V層
11 

46
.6
 

53
.4
 
7.
3
日
14
.8
8 
6.
33
 
2.
24
 
2
.1
6 

2
 1-
84
2 
楼
借
田
H
-
13
区
I
ー
14

1/ 
1
1
-
13
C
 
37
.2
 

23
.3
5 
28
.3
 
30
.8
 
7
.0
5
 
1.
6
1
 
0
.6
1
 

2
 1-
84
3 
11 
H
-
13
区
1
-
16
 
鍛
錬
鍛
冶
i宰

11 
54
.6
 
5 1
.
5
 
20
.8
 
17
.7
8 
5.
0
1
 
1.
3
7
 
0
.5
6 

2
 1-
84
7 
11 
M
17
-
3
号
遺
構

11 
1/ 

57
.4
 

叩
6
25
.8
4 
15
.4
6 
5
.2
9 
0
.5
5 
0.
56
 

2
 K
-8
41
 
金
石
城
K
C
-
2
石
垣
東
側

11 
16
C
 
47
.7
 

37
.9
 
26
.1
 
19
.6
0 
5.
72
 
4.
65
 
1.
24
 

日
E
→日
11
金
比
羅
前
E

11 
弥
生
中
期

62
.
1
 
47
.4
 
36
.1
 
10
.4
2 
1.
98
 
1.
01
 
。
お

第
2
衰
の
正

l
 大
津
正
己
「京
ノ
坪
遺
跡
出
土
鍛
治
関
連
遺
物
の
金
属
学
的
調
査
J
r京
/
坪
遺
跡
I
長
崎
県
瑞
穂
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
2
集
長
崎
県
瑞
穂
町
教
育
委
員
会
19
94
 

2
 大
津
正
己
「
畑
中
遺
跡
出
土
鍛
冶
関
連
遺
跡
の
金
属
学
的
調
査
J
r畑
中
遺
跡
I
長
崎
県
島
原
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
9
集
長
崎
県
島
原
市
教
育
委
員
会
19
9
4
 

3
.
大
津
正
己
「
今
福
崎
跡
製
鉄
関
連
2造
物
の
金
属
学
的
調
査
J
r今
福
遺
跡
J
111 
(
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
84
集
)
長
崎
県
教
育
委
員
会
19
86
 

4.
宮
崎
貴
夫
・
町
田
利
幸
「県
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
(
小
浜
町
山
畑
地
区
)
に
か
か
る
大
屋
敷
遺
跡
の
埋
蔵
文
化
財
範
囲
確
認
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
J
19
83
 

5
 吉
田
正
隆
I小
原
下
遺
跡
報
告
J
(第
1:'
);:
発
揖
調
査
)
長
崎
県
立
国
見
高
等
学
校
19
67
 

6
 正
林
護
f小
原
下
遺
跡
J
(
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
67
集
)
長
崎
県
教
育
委
員
会
19
84
、
鉄
惇
の
分
析
結
果
は
未
発
表

7
 大
津
正
己
「楼
惜
田
遺
跡
出
土
鉄
棒
の
金
属
学
的
調
査
J
r楼
惜
田
遺
跡
I
(
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
76
集
)
長
崎
県
教
育
委
員
会
松
浦
市
教
育
委
員
会
19
8，
 

8
.
田
I1
峰
、
副
島
利
明
『金
石
城
跡
緊
急
発
掘
調
査
報
告
書
(
長
崎
県
文
化
財
報
告
書
第
33
集
)
長
崎
県
教
育
委
員
会
19
77
、
鉄
淳
、
鉄
鍋
破
片
調
査
結
果
は
未
発
表

9
 吉
田
正
隆
I北
岡
金
比
羅
杷
遺
跡
調
査
報
告
(
南
有
馬
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
1
集
)
南
有
馬
町
教
育
委
員
会
19
81
、
分
析
鉄
淳
は
古
田
正
隆
氏
か
ら
の
提
供
品

酷叱
ブ
ト
酸
化
マ
ン
二
酷
化
チ
酸
化
硫
黄
五
酸
炭
素
パ
ナ
ジ
銅

造
淳
T
iO
，
 

リ
ウ
ム
ガ
ン
タ
ン
ク
ロ
ム

化
燐

ウ
ム

造
津
成
分

成
分

注

(N
a
，O
) 
(
M
n
O
)
 (
Ti
O
，) 
(C
r，
O
，) 
(S
) 
(P
，O
J
 
(C
) 
(V
) 
(C
u)
 

ot
al
F，
 ro
ta
lF
，
 

0.
19
5 
0
.2
3 
2.
96
 
0.
02
 
0.
02
 
0.
15
 
。
11
0.
08
 
0
.0
01
 
17
.5
10
 
0
.3
08
 
0.
05
2 
l
 

1.
1
8
 
0.
21
 
1.
53
 
0.
02
 
。
侃
。
l.i
g
 0Lα
1ヨ15
 
0.
02
 
0.
00
1 
日
4.
35
0
8.
15
0 
。
14
8
11 

。
15
0
0
.4
1 
6.
01
 
0.
03
 
0.
06
 
0.
26
 
日
日
7
0
.1
4 
。
ω
l
17
.5
90
 
0.
31
0 
0.
10
6 
11 

0.
28
0 
0.
26
 
4
ω
 
0.
06
 
0.
07
 
0.
60
 
1.
06
 
。
11
0.
00
1 
25
.7
30
 
0
.4
29
 
0.
06
8 
11 

0.
21
0 
0.
59
 
9
.4
3 
0.
08
 
0.
04
 
0.
49
 
日
22
0
.2
7 
日日
01
27
.0
55
 
0
.6
67
 
0.
23
3 
11 

0.
23
5 
0.
1
4
 
1.
02 
0.
01
 
0.
03
 
0.
26
 
0.
05
 
0
.0
3 
日目
。
1
33
.7
05
 
。
71
2
0.
02
2 
11 

0.
10
0 
0.
13
 
1.
14 
0.
01
 
0.
01
 
0.
12
 
lE2
1 以
来1
S7
 0
.0
2 
。
ω
l
67
.4
60
 
9.
84
8 
0.
16
6 
11 

0.
64
0 
0
.3
1 
3
.1
5 
0.
02
 
日
05
1.
1
7
 
0.
16
 
0
.0
5 
0.
00
1 
41
.
85
0 
1.
08
7 
0.
08
2 
ワ

0.
44
0 
0
.3
4 
4.
10
 
0.
04
 
0.
03
 
0.
38
 
。
17
0
.1
0 
0.
00
1 
25
.9
30
 
0.
52
6 
0.
08
3 
11 

0.
13
5 
0.
60
 
8.
81
 
0.
07
 
0.
02
 
0.
43
 
0.
22
 
0
.1
7
 
0.
00
1 
14
.1
15
 
0
.2
52
 
。
15
7
11 

0.
24
 
0.
68
 
N
il
 0.
03
2 
0.
51
 
0.
39
 
0.
01
9 
Ni
l 
32
.3
6 
0.
69
3 
0.
0
14
6
 
1
 

0.
26
 
2.
71
 
Ni
l
 0.
01
0 
0.
67
 
。
11
0.
08
0 
Ni
l 
36
.9
6 
0
.8
52
 
0
.0
62
 
11 

1.
81
 
22
.5
2 
0.
34
 
0.
05
7 
0.
22
 
0.
07
 
0
.1
6
 
0.
00
2 
37
.4
9 
1.
44
7 
0
.8
69
 
11 

0
.3
9 
10
.1
7 
0.
05
1 
0.
03
3 
0
.4
3 
0.
23
 
0.
24
 
Ni
l
 25
.1
1 
0.
53
6 
0.
21
7 
4
 

-
1
0
.4
2 
7
.5
9 
0.
03
7 
0
.0
10
 
0
.3
7 
0.
08
 
0
.2
5 
Ni
l 
28
.7
1 
0.
62
0 
0.
14
6 
11 

1.
39
 
11
.
，0
 
0.
03
4 
。
19
7
。
侃

69
.8
4 
5
.8
94
 
。
叩
6
3
 

0.
41
 
3.
34
 
0.
00
9 
0.
04
0 
0.
31
 
。
12
0.
18
 
0.
00
2 
17
.5
5 
0.
31
3 
0.
06
C 
6
 

日
49
3
.4
6
 0
.0
03
 
0.
03
5 
0
.2
1 
0
.3
5 
0
.1
6
 
0.
00
2 
25
.6
1
 日
55
0
0.
07
4 
11 

0.
22
 
3.
01
 
0.
22
0 
0
.0
13
 
0
.2
4 
0
.1
6 
0.
35
 
Ni
l
l
 40
.0
7 
1.
07
7 
0.
08
1 
/
 

0
.3
3 
0.
42
 
Ni
l 
0
.0
61
 
0
.2
5 
0
.0
8 
0
.0
07
 
0.
01
0 
24
.7
2 
0.
45
3 
0.
00
8 
11 

0
.0
81
 
0
.6
5 
Ni
l
l
 0
.0
41
 
0.
23
 
0
.1
7 
0
.0
12
 
0.
00
5 
21
.
86
 
0.
38
1 
0
.0
11
 
1/ 

0.
17
 
0.
32
 
Ni
1
1
 0.
02
1 
0.
78
 
0.
45
 
0.
00
8 
Ni
l1
3
1.
21 
0.
65
4 
。
ω
7
8
 

0
.0
9 
1.
2
1
 0
.0
15
 
0
.0
24
 
0.
47
 
0
.2
5 
0
.0
24
 
Ni
11
13
.7
5 
0.
22
2 
0
.0
20
 
9
 



(1) 5MB-1 

①x200硬度圧痕

Wustite : 549Hv 200 g 

②x 100 

Wustite粒内析出物

(鉄 (Fe) チタン (Ti)化

合物

③x400 

②の拡大

(2) 5MB-2 

④x 100 
Wustite+ Ulvospinel 

⑤x 100 ⑤x400 
Wustite粒内析出物
(鉄 (Fe)ーチタン (Ti)析

出物

⑦x200硬度圧痕
Wustite : 540Hv 
荷重200g 
③x200 
Ulvospinel : 733Hv 
荷重200g 

Photo. 1 鉄の顕微鏡組織

-47-



開・r

(3) 5MB~3 

Photo. 2 鉄津の顕微鏡組織

48 

①x 100 ②X400 
Wustite+ Ulvospinel ①の拡大

Wustite粒内析出物

③x 100 ④X400 
Wustite+ Ulvospinel ③の拡大

wustite粒内析出物

⑤x 100 ⑥X400 
Wustite+ Ulvospinel ⑤の拡次

wustite粒内析出物

③X200硬度圧痕
Ulvospin巴1: 766Rv 
荷重200g 

司 I

，ふ

d 

⑨ 



VII まとめ

畑中遺跡を時期別に概観してみると、数量的な割合でみれば、縄文時代晩期前半代、中世の

時期では、 14C後半代等にそれぞれピークがありそうである。

まず縄文時代晩期では、当該遺跡を島原半島の縄文時代晩期の時期別の変遷でみてみると、

採石原遺跡一→畑中遺跡ー→山の寺梶木遺跡ー→原山遺跡の序列が考えられるが、 山の寺梶木

遺跡の時期から刻日凸帯文土器が出現し、その後の原山遺跡の時期に支石墓が出現してくるこ

とになる訳であるが、畑中遺跡は凸帯文土器が出現する前夜の段階にあたることになる。墳墓

関係でみると、今回の調査に限っては、埋カメしか検出していない。

中世の時期の遺構では、ほぽ90。に直交する溝、この溝に固まれた範囲の中に建物跡、 F-ll

区に鍛冶場遺構等を検出している。出土遺物でみると、本県に於いては珍しい常滑産の壷、そ

して、東海地方の陶磁器片、中国の銭貨(太平通宝、至元通宝)も出土している。直交する溝

も北側が道路によって切られているので、もし北側と西側に溝が存在したとすれば、方形区画

の溝で区画された屋敷地ということになる。

文献によれば、当該遺跡が所在する三会原の寺中名字城ノ鼻には中世の古城社(寺中城・北

浦城)があり、有馬氏の家臣和泉氏の居城であったと伝えられている。

また、 三会という地名は南北朝期から見える地名で、肥前国高来郡のうち。三重 ・三江・見

江とも見え、康永4年 (1345年)10月27日に足利尊氏下文(正閏史料二之一所収厚母文書/南

北朝遺2148)によれば、このとき将軍足利尊氏は開田出羽前司遠長をして「父出羽権守資長法

師〈法名行素〉建武二年二月三日譲状jに任せて、肥前国高来郡東郷内三会村地頭 ・預(所脱

か)両所職以下を安堵せしめているが、 これによって開田氏が高来東郷内三会村の地頭職・預

所職を持ったのは少なくとも建武2年 (1335年)以前、遠長の代にさかのぼるといわれている。

今回の調査では、当該遺跡をこの開田氏の地頭館として特定するには至っていないが、この

畑中遺跡の14C後半代の出土遺物等の多さから、なんらかの関係を推考させる。今後はこの地

に於いては、縄文時代晩期だけに限らず、中世に於いても注意を要する場所になるだろう。

《参考文献》

『角川日本地名大辞典J 42長崎県 角川書庖
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図版 1

(西側から)

遺跡近景(東側から)
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図版 3

!lli: W (恒軍)

-55 



図版4

. .::;-~~ゑ記事

遺構検出状況(駐車場部分南半部、東から)

遺構検出状況(駐車場部分、北西から)
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図版8

製鉄遺構 (F-ll区)

向上

(北から、掘り下げ以前)

J-9区製鉄遺構
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図版12
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縄文時代の土器(前期)
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縄文時代の土器(晩期)
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縄文時代埋カメ
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縄文時代埋カメ
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縄文時代土器(晩期)
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縄文時代土器(底部)
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縄文時代土器(底部)
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